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令
和
三
年
十
一
月
十
五
日        

加
藤 

淳
平 

 
敗
戰
後
の
日
本
、
米
國
に
國
土
を
占
領
せ
ら
れ
、
米
占
領
軍
に
よ
り
日
本
人
、
徹
底
的
洗

腦
を
受
く
。
洗
腦
の
主
要
目
的
の
一
つ
は
、
意
識
を
歐
米
に
向
は
し
め
、
ア
ジ
ア
よ
り
引
き

離
す
こ
と
な
れ
ば
、
現
下
の
令
和
の
世
の
若
き
日
本
人
ら
、
大
多
數
は
自
ら
を
ア
ジ
ア
人
と

思
は
ず
、
ア
ジ
ア
に
親
近
感
を
覺
え
ざ
る
ら
し
。
韓
國
と
中
國
は
、
近
傍
の
厭
惡
す
べ
き

國
、
タ
イ
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
等
の
東
南
ア
ジ
ア
の
國
々
も
、
遲
れ
た
る
「
途
上
國
」
に
過
ぎ

ず
。
況
ん
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
於
て
を
や
。 

さ
れ
ど
今
よ
り
八
十
年
前
、
日
本
は
今
の
如
く
、
戰
々
兢
々
と
、
米
の
意
向
に
沿
は
ん
と

努
む
る
國
に
は
あ
ら
ざ
り
き
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
往
昔
の
日
本
は
、
米
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の

非
歐
米
諸
國
を
植
民
地
と
し
て
支
配
せ
る
、
英
國
等
の
歐
米
諸
國
に
一
戰
を
挑
み
、
多
く
の

非
歐
米
諸
國
、
こ
の
戰
爭
を
契
機
と
し
て
、
獨
立
を
達
成
せ
り
。
是
、
日
本
人
が
、
死
力
を

盡
し
戰
ひ
た
る
大
東
亞
戰
爭
な
り
き
。 

ミ
ャ
ン
マ
ー
も
、
大
東
亞
戰
爭
を
契
機
と
し
て
、
獨
立
を
獲
得
す
。
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー

チ
ー
女
史
が
父
、
ア
ウ
ン
サ
ン
將
軍
以
下
、
こ
の
國
獨
立
の
志
士
三
十
人
、
日
本
占
領
下
の

海
南
島
に
て
、
日
本
陸
軍
が
特
殊
活
動
從
事
者
養
成
機
關
、
中
野
學
校
の
出
身
者
、
鈴
木
敬

司
大
佐
よ
り
、
軍
事
訓
練
を
受
く
。 

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
植
民
國
英
の
常
套
手
段
な
り
し
分
割
統
治
政
策
に
よ
り
、
カ
レ
ン
族
等
の

少
數
民
族
を
、
軍
人
・
警
察
官
と
し
て
、
英
人
の
支
配
を
補
佐
せ
し
め
、
多
數
民
族
た
る
ビ

ル
マ
族
に
は
、
一
切
の
武
力
を
認
め
ざ
り
し
か
ば
、
ビ
ル
マ
族
た
る
ア
ウ
ン
サ
ン
等
、
軍
事

訓
練
に
は
難
澁
せ
り
と
傳
ふ
。 

 

ア
ウ
ン
サ
ン
等
軍
事
訓
練
を
受
け
、「
ビ
ル
マ
獨
立
義
勇
軍
」、
後
の
「
ビ
ル
マ
國
民
軍
」

を
結
成
せ
り
。
大
東
亞
戰
爭
に
參
加
し
、
日
本
軍
に
協
力
し
て
英
國
と
戰
ひ
、
念
願
の
獨
立



を
達
成
す
。
ア
ウ
ン
サ
ン
、
獨
立
バ
ー
モ
ウ
政
權
の
國
防
相
な
り
き
。
但
し
日
本
敗
北
の

後
、
戾
り
來
れ
る
英
國
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
獨
立
を
認
め
ざ
り
し
か
ば
、
ア
ウ
ン
サ
ン
等
、
再

び
獨
立
戰
爭
を
戰
へ
ど
、
英
、
一
策
を
講
じ
、
親
日
派
の
一
政
治
家
を
選
び
て
、
之
を
使
嗾

し
、
こ
の
男
が
配
下
に
、
ア
ウ
ン
サ
ン
を
暗
殺
せ
し
め
た
り
。 

さ
れ
ど
ア
ウ
ン
サ
ン
死
後
も
、
同
志
ら
、
日
本
と
と
も
に
、
ア
ウ
ン
サ
ン
の
達
成
せ
る
獨

立
が
た
め
に
、
戰
ひ
を
續
け
、
漸
く
日
本
敗
北
後
三
年
に
し
て
、
獨
立
を
達
成
す
。
ア
ウ
ン

サ
ン
將
軍
は
「
獨
立
の
英
雄
」
と
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
國
民
に
崇
敬
せ
ら
れ
、
父
が
故
に
ス

ー
チ
ー
が
人
氣
、
今
も
絕
大
な
る
は
、
殊
更
に
言
ふ
を
要
せ
ざ
ら
む
。
ま
た
國
民
の
間
に
親

日
感
情
強
き
も
こ
の
故
な
り
。 

 

但
し
ス
ー
チ
ー
、
ア
ウ
ン
サ
ン
將
軍
が
末
子
に
し
て
、
父
の
死
は
ス
ー
チ
ー
二
才
の
時

な
れ
ば
、
父
の
鮮
明
な
る
記
憶
、
あ
り
し
や
否
や
。
母
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
外
交
官
に
し
て
、

在
イ
ン
ド
大
使
と
し
て
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
赴
任
し
、
ス
ー
チ
ー
は
イ
ン
ド
に
て
、
英
植
民
地

の
制
度
に
基
づ
く
英
語
敎
育
を
受
く
。
そ
の
後
は
英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
、
米
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
學
、
日
本
の
京
都
大
學
に
學
ぶ
。 

 

大
學
に
學
び
つ
つ
ス
ー
チ
ー
、
前
途
を
決
め
か
ね
て
あ
り
し
間
に
、
英
、
ス
ー
チ
ー
に

接
觸
し
、
ス
ー
チ
ー
、
情
報
機
關
Ｍ
Ｉ
６
の
一
部
員
と
の
、
戀
愛
關
係
に
陷
り
て
、
結
婚
せ

る
は
上
に
述
ぶ
。
か
く
て
結
婚
後
の
ス
ー
チ
ー
、
英
情
報
機
關
の
影
響
下
に
、
英
が
利
益
の

た
め
、
利
用
せ
ら
る
る
駒
と
な
れ
り
。 

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
獨
立
後
暫
く
の
混
亂
期
を
經
て
、
ア
ウ
ン
サ
ン
將
軍
の
後
繼
者
に
し

て
、
三
十
人
の
志
士
の
一
人
な
る
ネ
ウ
ィ
ン
將
軍
が
、
腐
敗
と
は
無
緣
な
る
軍
事
獨
裁
政
權

の
下
に
、
政
情
安
定
す
。
但
し
ネ
ウ
ィ
ン
政
權
は
、
國
の
獨
立
と
、
印
僑
・
華
僑
の
追
放

等
、
植
民
地
的
經
濟
構
造
の
拂
拭
を
優
先
し
、
外
國
資
本
の
進
出
を
認
め
ず
、
ま
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
が
、
生
眞
面
目
に
し
て
、
營
利
活
動
を
好
ま
ざ
る
習
性
も
あ
り
て
、
國
の
經
濟
は
停

滯
す
。
斯
く
て
地
下
資
源
に
惠
ま
れ
、
經
濟
發
展
の
可
能
性
豐
か
な
り
し
こ
の
國
、
隣
國
タ



イ
の
發
展
に
引
き
離
さ
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
の
最
貧
國
の
一
つ
に
、
數
へ
ら
る
る
に
至
れ
り
。 

斯
く
て
英
、
ス
ー
チ
ー
な
る
駒
を
溫
存
し
つ
つ
、
虎
視
眈
々
ミ
ャ
ン
マ
ー
再
進
出
の
機
會
を

狙
ひ
た
り
。 

（
令
和
三
年
九
月
二
十
七
日
） 

 


